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E(Enterprjse)ビジネスに即応できるスピードとクオ

リティを兼ね備えたシステム開発には,J2EE嫌1)を基盤

としたコンポーネントとフレームワークが必要不可欠で

ある｡日立製作所のEビジネスプラットフォーム

"Cosminexus”には業界標準のcFramework栄2)を

標準装備しており,企業間で流通しているcBank鞍2)コ

ンポーネントを利用することにより,迅速にアプリケー

ションを開発することができる｡

cBankは,企業の枠を越えてコンポーネントを共有,

再利用する仕掛けである｡日立製作所は,CBankの

欝
はじめに

目まぐるしい勢いで変化するインターネット時代には,情報

コンポーネントによるEビ

ジネスシステム構築

共通のフレームワーク上で蓄

積した社内外のコンポーネント

を組み合わせたシステム構築に

より,品質を確保しながら.柔

軟性とメンテナンス性の高いEビ

ジネスシステムを短期間で実現

することができる｡

パートナーとして,CBankコンポーネントを積極的に活

用し,また,社内で蓄積したコンポーネントをcBankに

登録していくことで,コンポーネントビジネスの拡大に

寄与していく｡社内のアプリケーション間発でもこれら

を活用し,生産性の大幅な向上を実現している｡そこ

で開発したコンポーネントや開発ノウハウを蓄積,共

有し,社内のさまざまなプロジェクトで再利用を図り,

社内全体での生産性向上と品質確保の取り組みをス

タートさせている｡

システムに対▲してもすばやい対応が要求される｡新たなビジネ

スチャンスを逃さないためには,スピードとクオリティを兼ね備え

た迅速なシステム開発が必要になってきている｡コンポーネン

ト技術は,このような情報システムの課題に対応して,最も注

※1)JavaおよびJava関連の商標およびロゴは,米国およびその他の国における米国SunMicrosystems,Inc.の商標または登録商標である｡

※2)cFramework,CBankは,株式会社イーシー･ワンの商標または登録商標である｡
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日され,期待されている技術の一つである｡

コンポーネント技術の目的は,部品化された機能の組合せ

によってシステムを構築し,各システム機能の再利用性を高

め,新規開発部分を局所化することである｡また,品質が高

く,変化に強い柔軟なシステム構造を作ることも重要な目的

である｡

日立製作所は,E(Enterprise)ビジネスプラットフォーム

"Cosminexus”上で,さまざまなノウハウを集約したコンポーネ

ントによる提案や,関連技術の開発を進めている｡

ここでは,このコンポーネントに対する日立製作所の取り組

みと,その具体的な適用例について述べる｡

2
コンポーネントとフレームワーク

Eビジネスの世界で重安なのは,その中核となるシステムの

性能や信頼性,運用性だけでなく,迅速に新しいビジネスに

参入するためのシステム開発のスピードである｡すなわち,市

場の動きにタイムリーに追随し,先行者利益を獲得できるフッ

トワークのよさこそが,競争優位に立つための絶対条件であ

り,そのためのキーテクノロジーが｢コンポーネント技術+であ

る｡ソフトウェアをコンポーネント化(部品化)すれば,他のアプ

リケーションにも再利用しやすくなり,あらかじめ必要な部品を

そろえておけば,組み合わせるだけで目的のアプリケーション

を構築することができる｡これにより,システム開発の労力は

大幅に軽減され,スピード面でも有効な結果が得られる｡

この考え方は,｢オブジェクト指向+などのことばで以前から

注目されていたが,業務システムの分野ではなかなか実用化

されなかった｡しかし近年,業界標準のEJB(Enterprise

JavaBeans別))やJ2EE(Java2Plat丘)r肌Enterprise Edi-

tion)が普及してきたことにより,それをベースとした実用化が

進んでいる｡EJBは,Java削〉の代表的なコンポーネント技術の

一つである｡EJBを利用した部品化開発には共通する項目

が多く,ソフトウェア構造をある程度パターン化することが可能

である｡このようなソフトウェア設計パターンの中で特に有名な

のが,J2EEの｢Blueprintsモデ叫と呼ばれるものである｡

コンポーネントに関連して,｢フレームワーク+という技術も重

要である｡これは,システムやアプリケーションを組み上げる際

に参照する大枠の構成要素,あるいは実際のソフトウェア基

盤のことである｡フレームワークを利用することで,アプリケー

ションインタフェースや開発手順を標準化,統合化できるのが

特徴である｡すなわち,自社で新たにコンポーネントを開発し

たり,実績のある既存のコンポーネントと組み合わせる作業を

スムーズに行うための基盤として｢フレームワーク+が存在する｡

これに,信頼と実績のある既存のコンポーネントを加えること

により,開発工数が低減でき,スピーディかつ低コストにアプリ

ケーション開発が行えるという仕組みができる｡

22l日立細2002･9

題
コンポーネントソリューション

上述のような環境を実現するために,日立製作所は,

Cosminexus Version4で,コンポーネントやフレームワークに

関する製品とそのサービスを発表し,提供を開始した｡

その大きな特徴の【▲つは,新規システムのスピーディな開

発を支援するために,プラグインが可能なコンポーネント開発

のフレームワークとして,J2EEのBlueprintsモデルをベースと

した業界標準の"cFramework''を標準装備したことである｡

さらに,ソフトウェア部品開発のための製品群や,ビジネスに

すぐに利用できる部品群を集大成しだ`cBank”コンポーネン

トを活用することで,生産性を一段と向上させることが可能に

なった｡すなわち,さまざまなコンポーネントを一つのアプリケー

ションの中で共存させるための基盤がcFrameworkであり,

各種業務向けの既開発コンポーネントを取りそろえた｢コンポ

ーネントの銀行+がcBankという位置づけになる(図1参照)｡

日立製作所は,CFrameworkやcBankコンポーネントを活

用するための,コンサルテーションやアプリケーション開発サー

ビスも提供している｡例えば,アプリケーション開発者のため

の教育や,コンポーネント適用化設計のコンサルテーション,

プロトタイプの構築と評価,実際のアプリケーション開発支援

などである｡これにより,初めてコンポーネントによる開発を行

うユーザーでも,スムーズにシステム構築に入ることができる｡

感
CBankによるコンポーネント流通

cBank事業は,株式会社イーシー･ワンが提唱し,日立製

作所をはじめとする国内パートナー企業8社が参加する形で

2001年5月にスタートした｡CBankのねらいは,企業間で相互

基本部品

CFramework

J2EE基盤

Java VM

Cd$嘲nexu､$で提供

注:略語説明

VM(VirtualMachine)

図1コンポーネントとフレームワークの位置づけ

Cosminexusでは,フレームワークや基本部晶を標準で同梱(こん)してい

るので.cBankなどのコンポーネントを活用することができる｡



Eビジネスシステムを短期間発するコンポーネント

〉oi.84No.9 Fl
にコンポーネントを再利用し,ソフトウェア部品産業を創出しよ

うというものである｡このような取り組みは海外でも例を見ない

ものであり,米国の企業などからも柱目されている｡

cBankへの企業の参加形態としては,コンポーネントを提

供してロイヤリティ収入を得る｢コンポーネント提供者+や,コン

ポーネントの利用･再販と自社開発コンポーネントの登録を行

う｢cBankパートナー+,ロイヤリティを支払ってコンポーネント

の利用を行う｢コンポーネント利用者+,さらに,CBankの趣旨

に賛同して共同マーケテイングを行う｢アライアンスパートナー+

がある｡その中で日立製作所は,｢CBankパートナー+という

立場で,Cosminexus_LでのcBankコンポーネントの再販やコ

ンポーネントの利用によるソリューションの提供,また,自社開

発したコンポーネントの登録などを行っている｡

cBankに提供,登録されたコンポーネントは,CFrame-

work上で動作できる｡登録されているコンポーネントは十分な

品質を満たすものなので,安心して利用することができる｡現

在,CBankに登録されているコンポーネントは,約1,000種類

の機能を持つ｡入力チェック,ロギング,リレーショナルデータ

ベース アクセスといった基本的な機能から,電子商店の

｢ショッピングカート+,決済,受発注,在庫管理,入出荷管理

などビジネスに直結するものに至るまで,その内容は多岐にわ

たっている｡パートナー企業の数も,3年後には50社レベルに

まで拡大される予定で,今後はさらに多彩なコンポーネントが

登録されるものと考える｡

cBankに集められるコンポーネントのベースになるのは,

cFrameworkである｡CBankコンポーネントをcFrameworkに

組み込むことで,簡単かつスピーディに,新規のアプリケー

ション間発を行うことができる｡

霧
コンポーネント適用例

H立製作所の社内では,すでにcFrameworkやコンポー

ネントを活用したシステムの構築や実稼動を始めている｡その

例として,顧客との関係構築･維持を目的とした｢顧客コンタ

クト情報システム+がある(図2参照)｡これは,さまざまな場面

で顧客とコンタクトした結果得られた,製品に対する要望ヤ

クレームなどを日々蓄積,検索し,製品開発にフィードバック

するために使われるCRM(Customer Relationship

Management)的なシステムである｡これには,東京,名古屋,

関西など,総勢800人のスタッフがアクセスしている｡この開発

にあたっては,今後も社内システムのリニューアルで再利用で

きる部分を共通コンポーネント化することを主眼に置いた｡

cFrameworkに沿った開発により,プログラム構造が標準化

され,問題発生時の切り分けも容易となるため,テスト1程の

20～30%を削減することができた｡さらに,開発した共通コン

ポーネントと構築ノウハウを,他のシステム開発へ全面的に活

名刺
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図2顧客コンタクト情報システムの概要と効果

事業所内の拡販活動情報を蓄積し,拡販活動での顧客満足度の向上と業務

支援を目的としたシステムであるコンポーネントの適用により,開発工数を大

幅に削減した｡

用することで,トータルな開発生産性と保守性を30～50%上

げることに成功した｡

済
社内コンポーネントの蓄積

日立製作所内では,システム構築に携わる部署からJava

部品群整備プロジェクトを独立させ,コンポーネントの蓄積を

スタートさせた｡そのねらいは,社内開発の生産性を向上す

ることと,顧客に質の高いシステムをさらに短期間に提供する

ことである｡

具体的には,社内の各種プロジェクトで開発したコンポーネ

ントを収集,洗練化し,別のプロジェクトが必要としているコン

ポーネントを代わりに開発したり,ほかのプロジェクトで再利用

できる仕掛けを提供している(図3参照)｡

2001年12月には,基本的な共通部品やウェブに特徴的な

92の部品を社内用としてリリースした｡これらの部品は,社内

プロジェクト(例えば,従業員セルフサービスシステム,製造業

予算管理システム,就業管理パッケージの開発)で適用実績

のあるものを収集している｡部品例としては,(1)日付関連

(カレンダー),(2)文字列操作,フォーマット変換,(3)ファイ

ルアクセス〔CSV(Comma Separated Value)形式,プロパ

胴評論2002･9l23
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プロジェクト

.既鬼>瓜‾7
九･Ⅷ･ 威し

_三去､ナヘ＼離′ニ1

Java部品

収集

提供

Java部品
洗練化･

開発

図3Java部品群整備プロジェクトの概要

日立グループ内の先行プロジェクトで開発された+ava部品群を,+avaを

利用する他のプロジ工クトでの生産性向上のために提供する｡

ティファイル〕,(4)メール送受信がある｡

蓄積したコンポーネントについては,社内イントラネットによる

情報公開で再利用の促進を図り,コンポーネントの数と種類

を拡大する｡今後は,CBankなど社外にも提供していく考え

である｡
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謬
おわりに

ここでは,Eビジネスシステムを短期間に開発するためのコ

ンポーネントについて述べた｡

コンポーネントによるシステムの短期開発への取り組みは始

まったばかりであるが,すでに大きく注目され,IT(Informa-

tion Technology)関連雑誌でも頻繁に取り上げられている｡

これは,単にベンダー内部の開発生産性を向上させるだけで

なく,ユーザー企業のシステム関連子会社などが自社の業務

ノウハウを外販するといった,新しいビジネスの可能性にまで

広がっていく｡実際,幾つかの業種では具体的な取り組みが

始まってきており,今後のEビジネス社会において,企業は,

コンポーネントによって新しいビジネスチャンスをつかむ可能性

もある｡

日立製作所は,今後も積極的にコンポーネントビジネスに取

り組み,Eビジネスの拡大に寄与していく考えである｡
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